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ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス　

「（
西
洋
の
学
校
で
は
）
四
肢
を
運
動
し
、

苦
学
の
鬱
閉
を
散
じ
身
体
の
健
康
を
保

つ
」
と
『
西
洋
事
情
』
で
紹
介
し
、『
福
翁

自
伝
』
で
は
「
ま
ず
獣
身
を
成
し
て
の
ち

に
人
心
を
養
う
」
と
説
い
て
い
る
よ
う
に
、

福
澤
諭
吉
は
教
育
に
お
け

る
体
育
の
重
要
さ
を
い
ち

早
く
認
識
し
て
い
た
。
後

期
新
銭
座
時
代
（
１
８
６

８
〜
71
年
）
に
は
規
則
の

中
で
「
ジ
ム
ナ
ス
チ
ッ
ク

の
法
」
を
定
め
て
西
洋
流

の
体
育
思
想
を
取
り
入
れ
、

三
田
移
転
後
に
は
各
運
動

部
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な

る
。
こ
れ
ら
の
運
動
部
を

組
織
的
に
統
一
す
る
た
め
、
柔
術
（
現
柔

道
）・
剣
術
（
現
剣
道
）・
野
球
・
端
艇
・

弓
術
・
操
練
・
徒
歩
の
７
部
に
よ
り
慶
應

義
塾
体
育
会
が
創
設
さ
れ
た
の
は

１
８
９
２（
明
治
25
）年
５
月
で
あ
る（
操

練
・
徒
歩
は
そ
の
後
廃
止
）。

　

と
こ
ろ
で
義
塾
が
日
本
に
初
め
て
紹
介

し
、
そ
の
普
及
と
発
展
に
努
め
た
ル
ー
ツ

校
と
い
う
べ
き
ス
ポ
ー
ツ
に
、
ラ
グ
ビ
ー
、

ホ
ッ
ケ
ー
な
ど
が
あ
る
。
ラ
グ
ビ
ー
は
ケ

ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
で
選
手
経
験
が
あ
る
英

文
学
教
員
Ｅ
・
Ｂ
・
ク
ラ
ー
ク
が
１
８
９

９
年
に
塾
生
に
教
え
た
こ
と
が
始
ま
り
と

言
わ
れ
て
お
り
、
１
９
０
３
年
に
は
蹴
球

部
と
し
て
体
育
会
に
加
入
し
た
。
ホ
ッ
ケ

ー
は
１
９
０
６
年
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
出
身

の
グ
レ
ー
牧
師
が
塾
生
に
指
導
し
、
ホ
ッ

ケ
ー
ク
ラ
ブ
が
創
設
さ
れ
た
。
体
育
会
加

入
は
１
９
１
９
（
大
正
８
）
年
で
あ
る
。

　

伝
統
の
早
慶
戦
の
始
ま
り
は
、
１
９
０

３
年
の
野
球
の
試
合
か
ら
だ
っ
た
。
し
か

し
、
応
援
の
異
様
な
過
熱
で
約
20
年
間
中

断
さ
れ
、
復
活
し
た
の
は
１
９
２
５
年
だ

っ
た
。
春
の
隅
田
川
の
風
物
詩
、
早
慶
レ

柔
術
・
剣
術
・
野
球
・
端
艇
な
ど

７
つ
の
運
動
部
で
体
育
会
発
足

体
育
会
の
歴
史

〜
文
武
両
道
の
１
２
５
年
〜

慶
應
義
塾
体
育
会
は
２
０
１
７
年
に
創
立
１
２
５
年
を
迎
え
、
４
月
23
日
に
日
吉
記
念
館
に
お
い
て
記
念
式
典
が
開
か
れ
る
予
定

で
あ
る
。
ル
ー
ツ
校
と
い
わ
れ
る
ラ
グ
ビ
ー
、
ホ
ッ
ケ
ー
を
は
じ
め
、
早
く
か
ら
西
洋
の
ス
ポ
ー
ツ
を
取
り
入
れ
て
き
た
義
塾
の
体

育
会
は
、
わ
が
国
の
学
生
ス
ポ
ー
ツ
草
創
期
か
ら
華
や
か
な
歴
史
を
刻
ん
で
き
た
。

第１回早慶野球戦出場選手

福澤と剣道部員（1900 年）
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２
年
）、
ベ
ル
リ
ン
大
会
（
１
９
３
６
年
）

な
ど
で
は
ホ
ッ
ケ
ー
部
、
水
泳
部
等
の
塾

生
の
活
躍
も
あ
っ
た
。
団
体
と
し
て
は

１
９
５
６
（
昭
和
31
）
年
の
メ
ル
ボ
ル
ン

大
会
に
、
端
艇
部
の
エ
イ
ト
が
工
学
部

（
現
：
理
工
学
部
）
の
協
力
に
よ
る
名
艇

「
Ｋ
Ｅ
Ｉ
Ｏ
」
号
で
参
加
し
て
い
る
。

　

第
２
次
世
界
大
戦
は
体
育
会
に
も
多
大

な
影
響
を
与
え
た
。
１
９
４
３
年
に
は
10

月
に
野
球
の
「
最
後
の
早
慶
戦
」
が
行
わ

れ
、
体
育
会
活
動
は
実
質
休
止
と
な
っ
た
。

ま
た
、
戦
災
や
米
軍
に
よ
る
日
吉
キ
ャ
ン

パ
ス
の
接
収
な
ど
に
よ
り
、
義
塾
は
戦
前

の
体
育
施
設
の
約
８
割
を
失
っ
た
。

　

体
育
会
が
復
活
し
た
の
は
１
９
４
６
年

６
月
。
そ
の
年
新
た
に
加
入
し
た
レ
ス
リ

ン
グ
部
、
ボ
ク
シ
ン
グ
部
、
ア
メ
リ
カ
ン
・

フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
の
３
部
を
含
め
23
部
で

の
再
開
だ
っ
た
。
そ
の
後
、
日
吉
に
体
育

館
や
プ
ー
ル
が
整
備
さ
れ
、
部
の
増
加
と

と
も
に
女
子
部
員
数
の
伸
び
も
著
し
い
。

２
０
１
６
年
６
月
の
デ
ー
タ
で
は
、
部
員

２
８
５
６
名
の
う
ち
、
女
子
は
７
１
５
名

を
占
め
る
。
現
在
の
体
育
会
所
属
運
動
部

は
43
部
を
数
え
る
。
ま
た
そ
れ
以
外
に
も

ガ
ッ
タ
の
端
艇
部
早
慶
戦
は
１
９
０
５
年

か
ら
ス
タ
ー
ト
。
野
球
と
同
様
に
大
勢
の

観
客
を
集
め
る
蹴
球
部
の
ラ
グ
ビ
ー
早
慶

戦
は
、
１
９
２
２
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
。

現
在
、
多
く
の
体
育
会
運
動
部
で
早
慶
戦

が
行
わ
れ
、
熱
戦
を
繰
り
広
げ
て
い
る
。

　

先
日
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ

イ
ロ
大
会
で
塾
員
の
山や
ま

縣が
た

亮り
ょ
う

太た

君
が
陸

上
男
子
４
０
０
ｍ
リ
レ
ー
で
銀
メ
ダ
ル
を

獲
得
し
た
こ
と
は
記
憶
に
新
し
い
が
、
日

本
人
五
輪
メ
ダ
リ
ス
ト
第
１
号
は
塾
員
だ

っ
た
。
在
学
中
か
ら
庭
球
部
員
と
し
て
活

躍
し
て
い
た
熊く
ま

谷が
い

一い
ち

弥や

君
は
、
１
９
２
０

年
の
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
大
会
に
出
場
、
テ
ニ

ス
の
シ
ン
グ
ル
ス
、

ダ
ブ
ル
ス
で
と
も
に

銀
メ
ダ
ル
を
獲
得
、

日
本
人
初
の
メ
ダ
リ

ス
ト
と
な
っ
た
。
な

お
、
同
大
会
の
陸
上

競
技
に
は
塾
生
と
し

て
初
め
て
益
田
弘
君

も
出
場
し
て
い
る
。

そ
の
後
も
ロ
サ
ン
ゼ

ル
ス
大
会
（
１
９
３

体
育
会
準
会
員
で
あ
る
医
学
部
体
育
会
が

24
部
、
理
工
学
部
体
育
会
が
17
部
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。

　

体
育
会
を
語
る
時
、
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
の
が
、
第
７
代
塾
長
を
務
め
た
小
泉
信

三
で
あ
る
。
塾
生
時
代
、
テ
ニ
ス
選
手
と

し
て
も
活
躍
し
た
小
泉
は
、
１
９
６
２
年

の
体
育
会
創
立
70
年
記
念
式
典
で
の
講
演

で
「
ス
ポ
ー
ツ
が
与
え
る
三
つ
の
宝
」
に

つ
い
て
語
っ
た
。「
練
習
の
大
切
さ
」「
フ
ェ

ア
プ
レ
イ
の
精
神
」「
良
き
友
」
で
あ
る
。

日
吉
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
西
斜
面
に
は
、「
練

習
ハ
不
可
能
ヲ
可
能
ニ
ス
」
の
碑
が
残
さ

れ
、
ス
ポ
ー
ツ
の
三
つ
の
宝
は
体
育
会
の

精
神
と
し
て
今
も
息
づ
い
て
い
る
。

日
本
人
初
の
五
輪
メ
ダ
リ
ス
ト
は

塾
員
の
熊
谷
一
弥
君

小
泉
信
三
「
ス
ポ
ー
ツ
の
三
つ
の
宝
」

と
体
育
会
の
精
神

小泉信三元塾長
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